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上記診断がつき,脳動脈硬化び〕程度や年齢を考慮Lて晩

期手術をこすることをこLたが,3藍ヨ後より症妖怪血管轡縄
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確認した-上小脳動脈を確認夕後大脳動脈と上小脳動脈

の間をこ動眼神経が責苛上方をこ既排されるような状態で存在

し,そこをゾンデで剥離すると動脈癖があらわれた.動
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